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人と環境にやさしい交通をめざす全国大会in広島（2026年3月15日）

イタリア・トラム最新事情～広がるルネサンスの動き

都市・交通ジャーナリスト
博士（学術）埼玉大学工学部非常勤講師
市川 嘉一
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「遅行指標」イタリアで
もトラム建設ブーム

世界的にトラム導入の動きは広がっているが、イタリアでも一度廃止したトラム

を新たに導入する都市が増えている。

旧来から広大な路線網を持つミラノ（17路線）、トリノ（８路線）や小規模路線

網のローマ、ナポリに次いで、2003年４月開業のメッシーナ（シチリア島）を皮

切りに2006年10月サッサリ（サルデーニャ島）、 2007年３月パドヴァ、 2008年

３月カリアリ（同）、2009年４月ベルガモ、2010年２月フィレンツェ、2010年10

月ヴェネツィア・メストレそして2015年にはシチリア州の州都パレルモで一挙に

４路線が開業した。
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メッシーナのトラム
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イタリアも「クルマの国」から
脱却しようとしているのか？

•クルマを愛する国

• ex フィアット、アルファ・ロメオ、
フェラーリ、マセラッティ…

•しかし、同じラテンの国フランス都市
が公共交通で大きく変貌

•遅まきながらの導入機運の盛り上がり
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イタリアでも例外ではなかった
「国の公的関与強化」

国の支援制度強化
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イタリア政府、トラム
など新たな公共交通の
導入へ長期大規模予算

措置に裏付けられ
た国家戦略計画を策定
＝「国の積極関与」に

シフト

• イタリア中央政府が2018年12月、都市環境の改善につながる
都市交通プロジェクトを国がコミットメントすることを内容
とする「持続可能な移動に向けた国家戦略プラン」(Piano 
Strategico Nazionale Mobilità Sostenibile – PSNMS)を策定・公
表

• これに基づき、トラムなど新たな公共交通の導入への支援を
目的に、2019年から2033年までの計15年間の予算割り当て
措置（461億1100万ユーロ）を保証する2019年予算承認法が
制定された

• 長期間の予算措置で追い風になったのは、EUが打ち出した
総額7500万ユーロの支援（補助金など）事業「Covid-19復
興基金」。イタリア政府の支援額にこのEU復興基金が上積
みされたこと。これにより、予算措置が充実した

• ただし、EU基金の適用は2026年８月31日までの事業完成が
条件

• イタリア国内で新しいトラム路線186kmの整備を計画
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イタリア政府による都市鉄道プロジェクト
への予算措置額の年別推移
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2022年11月に中央政府から第１次分として予算措置（計30億ユーロ）された主な
トラム建設計画

・ボローニャのトラム復活（23.9㎞）＝予算措置額：３億7200
万ユーロ

・ブレーシャのトラム復活（路線距離11.75㎞。2024年着工、
29年開業予定）＝同３億4000万ユーロ）

・パレルモの新路線（フェーズ2)＝同５億400万ユーロ

・フィレンツェの新路線（フェーズ４）＝同３億7200万ユーロ

・パドヴァの第２路線（タイヤ式トラム。路線距離18.25㎞）
＝同２億3800万ユーロ

・ミラノの延伸＝同1億4000万ユーロ

・ローマの延伸（５系統・14系統が走るヴィットリオ・エマヌ
エーレ２世通りと、８系統のヴェネツィア広場電停を結ぶ
2.1km区間）＝同2億2000万ユーロ

・トリノの15系統延伸（ミニ地下鉄VAL１号線の延伸＝同3500
万ユーロと併せて承認）＝同900万ユーロ
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ローマの
新しいトラム

計画

＜ローマ市が国に出した事業申請計画＞

• 【第１フェーズ】５系統と14系統が走るヴィットリオ・エ
マヌエーレ２世大通りと、８系統起終点のヴェネツィア広
場を結ぶルート

• 【第２フェーズ】テルミニ駅とバチカン周辺の市西部地区
を結ぶ市内横断の7.4㎞の「１系統」の新設。ヴェネツィア
広場を経由し、ヴィットリオ・エマヌエーレ２世大通りに
沿って中心部を走り、テヴェレ川に架かるガリバルディ橋
を横断し北側方面に分岐、19系統の起終点であるリソルジ
メント広場で19系統とつながるルート

• 第１フェーズの財源はテルミニ駅～ヴェネツィア広場間は
2026年の事業完了を目指しEU復興基金を活用。１系統の残
るルートは国の補助金で賄うことを想定している

• １系統のテルミニ駅～ヴェネツィア広場間の路線用として
34編成のトラム車両の調達も申請している
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わずか450mとはいえ、ローマ都心のヴェネツィア広場まで
久々の延伸となった８系統



イタリアでもトラム・ルネサンスの動き
フィレンツェ、約50年ぶりに復活
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T1路線、2010年２月14日に開業

かつてのトラムは1958年1月に廃止

網の目のように走っていたかつてのトラム路線
（図は1930年）

復活・再生した現在のトラム路線
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復活した現在のトラム路線（２系統、路線距離は19.3km）



フィレンツェ・トラムの路線ネットワーク
（現在は２路線、計19.3キロ）
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フィレンツェがトラムを復活させた背景
•日本を含め世界の都市の趨勢と同じく、1970～80年代以降、郊
外部のニュータウン開発などに伴い、郊外部から中心部に流入す
るクルマの増大による道路渋滞の慢性化が深刻な課題に

•この道路渋滞の緩和を目的に、フィレンツェ市当局は1990年代後
半から都市交通再生計画の一環としてトラムのネットワーク（当
時、計３系統、29.5㎞）構築の検討作業に着手。最終的に2000年
に市議会で承認された
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総合交通政策の一環としてのトラム・ネットワーク
構築と、持続可能な移動に関する都市計画

• フィレンツェ市、2010年にPUMS（Piano Urbano della Mobilita Sostenibile, 持続
可能な移動に関する都市計画）を策定。2017年に計画を改訂（国のインフラ・移
動省がイタリア国内の都市圏自治体によるPUMS作成を促すためのガイドラインを
定めた2017年国家通達に伴う）

• 改訂計画の主な内容

• ①トラムを軸とする公共交通インフラの整備

• ②ローカル鉄道やトラム、バス、自転車、マイカーなど各モード間のトランジット
（＝乗り継ぎ）拠点整備（P&R駐車場を含む）

• ③統合的な乗車チケット発券システム構築

• ④ファーストマイル・ラストマイルのためのシェアリングモビリティ・自転車・歩
行サービスの構築

• 2000年のトラム計画の議会承認から時間はかかっているが、PUMS計画を着実に
実行
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トラムと鉄道の乗り継ぎ拠点整備
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トラムとバス（または都市圏バス）の乗り継ぎ
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トラムと道路交通を接続させる駐車場の整備計画
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自転車、バイク、電動キックボード、カーシェアリング
との連携
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Ｔ１路線（延伸前）の財源調達

建設費：約２億ユーロ（約

270億円）→１キロ当たり

30億円強

運営財源：年間の運行経費

約800万ユーロのうち、運

賃収入は約30％、残りは市

などの補助金

事業主体（「フィレン

ツェ・トラム」）、運行会

社（「GEST」）のそれぞれ

に仏RATPグループが25％、

51％出資
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Ｔ１（１号路線、延伸前）の
利用実態

１日当たりの利用客数は１万人

利用客の15％は公共交通を初めて利用する住民

利用客3000人アンケート：44％が「毎週５回以上利用」、

事業成功の理由について、49％が「スピードや正確な定

時運行を評価する」、37％が「高頻度運行」
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T1路線の延伸、T2路線開業（2018年７月、2019年２月）

• ＜T1路線延伸（旧称：Ｔ３路線）＞

• ＝市北部のカレージ(Careggi)病院からSMN駅まで4.1キロ(T1路線全体では11.5キ
ロ）。2014年４月に市議会が計画を承認、2015年着工、2018年7月22日開業。Ｔ2
路線（2号路線）と併せた建設費は４億2500万ユーロ

• ＜Ｔ2（2号路線）＞

• ＝市北部のペレトラ(Peretola)空港からSMN駅近くのUnita（統一）広場まで 5.3キ
ロ。2014年４月に市議会が計画を承認、2015年着工、2019年２月11日開業）
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カレッジ病院前の電停 電停から見たペレトーラ空港 プラート駅
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【最近の動き】初めての歴史的都心地区への
延伸（T2路線延伸）
• T1路線のFortezzaから枝分かれする形で、リベルタ広場を経由して歴史的都心地
区のサン・マルコ広場に向かう延伸ルート（通称、VACS）が2025年１月25日に
開業。路線距離は2.5km



今回のサンマルコ延伸ルートはドゥオーモ前など歴史的旧市街の中心
を通る計画の代替案だった（ドゥオーモの建物振動対策による地下化
構想も凍結？
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さらなる延伸計画

・T3（３号路線）新設＝T2路線の終点サン・マルコ広場
へ向かう途中のリベルタ広場から南東の２つのルート
（郊外住宅都市バンニョ・ア・リポリBagno a Ripoli行き
とFS鉄道駅があるロヴェツァーノRovezzano行き）＝路
線距離は各7.2km、6.2㎞。2025年１月25日に着工

・T4路線（４号路線）新設＝T1路線のプラート門から鉄
道「カッシーネ・レオポルダ線」の４km区間に乗り入れ
て、市東部のレ・ピアージェLe Piaggeに向かう路線＝路
線距離は6.2㎞

・T2路線の延伸＝ペレトラ空港Aereoporto Peretolaから
北部方面の住宅都市セスト・フィオレンティーノに延伸
＝路線距離は7.4㎞

T4路線の延伸＝レ・ピアージェから北西方向に位置する
大学の研究施設がある郊外都市カンピ・ビセンツィオに
延伸＝路線距離は5.4㎞

・最終的に４路線、計51.7kmの路線網を形成へ（総事業
費170億ユーロ）
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フィレンツェのトラム路線図（計画路線を含む）
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増え続ける利用客数
開業翌年の2011年の年間利用客数は1,215万人だったが、2018年には1,914万人、2024年に
は3,916万人。2025年には4,000万人台達成の見込み。全路線開業時には8,500万人台に
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公共交通のに新規ニーズを掘り起こした
「４分ヘッド」の高頻度運行

• 利用客は年々増大、「４分間隔の高頻度運行」など使い勝手の良い運行シ
ステムの構築が背景にある（中規模以上の都市のトラムの運行間隔は通常、
10分程度）

• 平日・土曜日の午前６時半～午後８時半の運行間隔は４分ヘッド、日曜日
でも９分間隔。人口30万人台の中規模都市では異例の高サービス。

• 【市民の好反応】運行会社（GEST）が2024年に実施した「利用客満足度
調査」では運行サービスに対する10段階評価で平均点は8.3点。最も高
かったのは定時性の8.8点と、高頻度運行の8.7点だった。

• 【効果1：マイカーを手放し公共交通の新規利用ニーズ掘り起こし】2019
年調査ではトラムの利用以前に使っていた移動手段を尋ねたところ、最も
多かったのはバスの40％で、次いでマイカーが19％と多かった（トラム
がマイカーを手放し、公共交通を新規利用するニーズを掘り起こした）

• 【効果2：渋滞緩和】中心部における道路渋滞も緩和されている
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利便性の高い運行サービスを可能にする充実した
運行財源

•運行費は2024年度実績（T1路線とT2路線の２路線）で5100万
ユーロだが、このうち運賃収入は39.3％と４割弱で、州の補助
金が29.1％、沿線自治体（フィレンツェ、スカンディッチの２
市）の負担額は31.6％（各28.7％、2.9％）と３割強に過ぎない。

•４分ヘッドなど利便性の高い公共交通サービスを市民が享受で
きるのは、自治体が目先の採算に悩まされることがない公的
サービスとして提供し、そのための充実した運行財源があるか
らこそである。
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フィレンツェのトラム事業を支える市以外の国等の公的資金の投入

• ＜国の法制度改革前＞

• T2路線全体の建設費とT1路線延伸区間を合わせた建設費４億8,300万円（約780億
円）のうち、国の補助金の割合は24.2％、トスカーナ州は9.3％、フィレンツェ市の
負担額は19.4％⇒運行会社（第３セクター会社GEST）の負担は30.7％

• ＜国の法制度改革後＞

• T3路線のリベルタ～とバンニョ・ア・リポリ区間では建設費３億8,000万ユーロ
（約610億円）のうち、EU補助金の割合は39.4％、国補助金は13.3％で、合わせる
と半分強（52.7％）を占める。このほか、トスカーナ州が21.0％で、フィレンツェ
市の負担は7.6％と１割にも満たず⇒運行会社の負担は17.9％

• T4路線のレオポルダ～ピアージェ区間では建設費２億3,000万ユーロのうち、国の
補助金の割合は86.8％と群を抜いて多く、ローカル線の線路を使用するイタリア鉄
道インフラ保有会社(RFI)の負担金は10.1％で、フィレンツェ市の負担額は3.1％に過
ぎない

• T4路線のピアージェ～カンピ・ビセンツィオ区間では建設費２億7,800万ユーロの
うち、資材費高騰の補てんを含めた国補助金（EU補助金PNRRを活用）は97.5％、
フィレンツェ市の負担はわずか2.5％
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イタリア中規模都市、コロナ禍で相次いでトラム復活へ

• イタリア中央政府が2018年12月、「持続可能な移動
に向けた国家戦略プラン」を策定・公表。これに基
づき、トラムなど新たな公共交通の導入への支援を
目的に、2033年までの予算措置を保証する法律が制
定された

• さらに追い風になったのは、EUが打ち出した総額
7500万ユーロの支援事業「Covid-19復興基金」。イ
タリア政府の支援額にこのEU復興基金が上積みされ
たことで、予算措置が充実した

• 強力な財政支援を追い風に、トラム復活を宣言する
都市が相次ぐ（ボローニャ、レッジョ―・エミリア、
ブレーシャ、ピサ、トレント、ボルツァーノなど北
部・中部地域の都市に多く）

• ボローニャは1963年に廃止されたトラムを４路線
（計57キロ）で復活、市内東西を結ぶ１号路線は
2026年の開業目指す
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ボローニャのトラム復活プロジェクト



ボローニャ市の
まちづくりの歩
み

イタリア中央部に位置するエミーリア。ロマー

ニャ州の州都で、人口約40万人。世界最古の歴

史を持つボローニャ大学を抱える大学都市でも

ある。

1960年代から世界の都市に先駆けて歴史的景観

の維持による旧市街地（Centro Storico）の再生

に取り組み成果を上げ、近年ではこれまた世界

でもいち早く、文化・芸術支援による都市再生

を目指す「創造都市」の概念を実践。EU「創造

都市」プロジェクトのモデル都市。
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歩行者・自転車を優先する都市計画を推進する
イタリア・ボローニャ
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ボローニャ市の基幹公共交通はトロリーを含めたバス
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目抜き通りの歩行者
専用ゾーンの試み

• 週末は中心部の目抜き通り
ゾーン（“T-AREA”）では終
日歩行者専用ゾーンになり、
路線バスの通行も禁止して
いる
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ボローニャ、
トラム復活

• 1880年に開業（線路幅1,445㎜）

• 1963年11月３日を最後にトラムの運行が終了

• 2017年12月、第１号路線（「レッド・ライン」）の計画
（路線距離16.5㎞）を市議会が承認

• 2018年12月、市、「レッド・ライン」の財源調達のため
の国の補助金を申請

• 2019年12月、国から「レッド・ライン」の財源調達（５
億1,000万ユーロ）が承認される（その後、２号路線の
「グリーン・ライン」の財源調達（２億2200万ユーロ）
も承認される）

• 2021年８月～22年５月、市が建設のための各種入札を実
施

• 2023年４月27日、 「レッド・ライン」が着工

• 2026年12月（予定）、「レッド・ライン」が開業へ

• 2027年（予定）、「グリーン・ライン」が開業へ



ボローニャ、新しいトラム４路線（計57㎞）

「レッド・ライン」（Linea Rossa,１号路線）＝市の西部と北東部を結ぶ16.5km

「グリーン・ライン」（Linea Verde ,２号路線）＝市の北部と東部を結ぶ7.4km

「イエロー・ライン」(Linea Gialla,３号路線）＝市の南部と西部地域を結ぶ

「ブルー・ライン」 (Linea Blu, ４号路線）＝市の西部と東部を結ぶ



2026年末の完成目指し、建設工事が急ピッチ
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ボローニャでも国等の強力な財政支援が支えに

• 「レッド・ライン」の建設費５億900万ユーロ（約820億円）のうち、
EUの復興基金からの補助金（PNRR）が78.4％、国の補助金は21.6％
で、ボローニャ市の負担はゼロ

• 「グリーン・ライン」の建設費２億2200万ユーロは、全額がEU補助
金（PNRR）。国は別個、ウクライナ戦争に伴う資材価格の高騰に対
する補てん措置として5,000万ユーロを補助
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ボローニャ・トラム計画路線

レッド・ライン



なぜ、ボローニャで
トラムなのか

クルマ中心の都市モビリティを脱炭素、

気候変動対策など環境

まちを改造する

車道を削減することで、専用ルートを

創出する

中心部の２km区間は街の景観維持へ架

線レス



まちづくり
としてのボ
ローニャの
トラム建設

まちの構造（＝都市環境）を変えるトラムの導入

(placemaking)

街なかの歩行者街路化による駐車場地下化、新規の公園・緑

地整備、パーク＆ライド、バスなど他の公共交通・自転車と

のトランジットセンター、鉄道駅との結節拠点（都市圏内の

計４路線の通勤ローカル線とつなぐ）

「遅れた建設」であることのメリット

トラム・ルネサンス、リーダー格フランスからの教え

（ex.ボルドー）



レッド・ライン



トラム建設に伴う新た
な都市デザインの形成

サン・フェリー

チェ門広場の歩行

者街路化

運河の蓋を開け

て、歩行者街路

に



トラムの建設に伴う新規の公園・緑地の整備（レッド・
ラインの西側）



トラムの建設に伴う都心部でのクルマの排除
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「自分たちの子供たちが将来、ボローニャで生活しやすくなる
ためには何を残してあげればよいかと考えた時、やはりトラム
の時代が来るだろうということで、トラムの建設を決めた。
クルマの利用抑制には市民の抵抗もあるが、運行が軌道に乗

り、生活の質が上がってくれば、市民の見方も変わってくるは
ずだ。今は抵抗があっても、そう信じてやっている」

ボローニャ市交通大臣（交通政策・移
動担当の評議員）の言葉



井上ひさしのボローニャ賛歌にみる
サステイナブル都市を支える市民意識



中規模都市
ブレーシャの
新たなトラム計画

• ブレーシャ＝ロンバルディア州第２の
裕福な都市、人口約20万人

• 2013年に自動運転のミニ地下鉄を整備

• そのうえで、新たに２路線のトラム建
設を計画

• 2018年、既にブレーシャ市出資の公共
交通会社BRESCIA MOBILITÀ S.P.A.とイ
タリア鉄道グループが建設で合意

• 2022年11月、中央政府（インフラ交通
省）から11.65㎞のトラム建設事業の予
算承認



ご清聴ありがとう
ございました
Vi ringrazio per 
l’ascolto!
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ボローニャ中心部のポルテイコ（アーケード）にある
商店のある昼下がり
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